
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョン 1.2 

IRONXは当ドキュメント、バージョン 1.2の変更をする権利があります。  
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免責条項 

 

この文書は IRONX プロジェクトの下での特定のビジネス上の要点の現在のビジネス概要を記載します。 この

文書は、プロジェクト進行中に公開予定日の前に最終文書が表示されるまで、IRONX 仮想通貨取引所チ

ームにより変更、改訂および/または更新される可能性があることも含んでおります。 

 

このホワイトペーパーは、計画されている IRONX 仮想通貨取引所の説明と IRX TOKEN の使用を規定して

います。 これは、情報提供のためにのみ提供され、法的拘束力のある合意ではありません。 IRX TOKEN セ

ールスは、別途の利用規約に準拠します。 本規約および本ホワイトペーパーとの抵触の場合は、条項および

条件が適用されます。 

  

このホワイトペーパーは、確定されているドキュメントまたは予想ではなく、投資判断または契約の根拠を提供

するものではありません。 

 

 

法的要件 

 

このホワイトペーパーの発行日現在では、IRX トークンは IronX Exchange プラットフォームのエコシステム以

外の用途は知られていません。このホワイトペーパーは、IronX Exchange、その役員、取締役、管理者、従

業員、代理人、顧問またはコンサルタント、がこの文書の受領者に対しＴＧＥへの参加のメリットについて、助

言を行なうものではありません。 TGE への参加には大きなリスクが伴い、そのような投資の全部または大部分

を失う可能性のある特別なリスクが伴う可能性があります。あなたが IRX トークンの購入に割り当てた金額を

すべて失う準備ができていない限り、TGE に参加しないでください。 IRX トークンは、利益を得ることや直ちに

再販売することを期待して投機的または投資目的で取得すべきではありません。IRX トークンは意図された機

能を完全に理解している場合にのみ取得し、それに従って、IRX トークンをその目的にのみ使用するべきもので

す。 

  

IRX トークンに関しては、本質的価値の約束、支払いの約束、IRX トークンが特定の価値を保持するという

保証はなく、将来の業績や価値の約束はできません。将来の参加者は IronX Exchange の性質と IRX ト

ークンに潜在する潜在的なリスクを完全に理解し、受け入れない限り、彼らは TGE に参加すべきではありませ

ん。 

  

IRX トークンは有価証券として構成されていません。 IRX トークンには権利がなく、IronX Exchange の持

分には何の利益も与えません。 IRX トークンは IronX Exchange プラットフォーム上で意図的に使用する目
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的で販売されています。トークンの販売中に受け取ったすべての収益は、IronX Exchange がビジネスの発展

と基盤技術インフラストラクチャに自由に費やすことができます。それはホワイトペーパーに記載されています。 

  

このホワイトペーパーは、目論見書または開示書類、売却オファー、またいかなる管轄においても投資または金

融商品を購入するオファーの勧誘を目的としたものではないため、そのように取り扱われるべきでありません。この

ホワイトペーパーは情報提供のみを目的としています。本書に含まれる一部または全部を配布するには、書面

による許可が必要です。 

  

将来の見通しに関するすべての情報は、本質的に投機的であり、技術革新、規制要因、および/または為替

変動を含む多くの外的要因に応じて変更される可能性があります。 

 

このホワイトペーパーは情報提供のみを目的としており、変更される可能性があります。 IronX Exchange は、

このホワイトペーパーにおける声明や結論の正確さを保証するものではありません。 IronX Exchange は、以

下の表明および保障、その他の表明および保証（法律またはその他の方法によって明示または暗示されてい

るかどうか）を明示的に否認することはありません。 

  

a）商品性、特定の目的への適合性、適合性、賃金、権原または非侵害に関する表現または保証。 

b）本書の内容は正確であり、いかなる誤りもないこと。 

c）そのような内容が第三者の権利を侵害しないこと。 

  

IronX Exchange は、たとえ上記に反するな損害が発生する可能性があると通知されたとしても、このホワイ

トペーパーの内容の参照、使用、または参照に起因するいかなる種類の損害に対しても責任を負いません。 

 

このホワイトペーパーには、第三者データおよび業界刊行物への参照が含まれています。 IronX Exchange

は、このホワイトペーパーで再現された情報は正確であり、ここに含まれる見積もりおよび仮定は妥当であると

考えています。ただし、このデータの正確性または完全性についての保証はありません。第三者の情報源は、基

本的に、ここに記載された情報が信頼できると思われる情報源から得られたものでります。ただし、含まれる情

報の正確性または完全性についての保証はありません。データは信頼できるものと考えられますが、IronX 

Exchange は、このホワイトペーパーで言及されている第三者ソースからの情報やデータを独自に検証してい

ないか、そのような情報源に依存している根本的な仮定を確認していません。 

 

IronX Exchange は IRX トークンの機能に関する法的および規制上の分析を行っています。この分析が完

了した後、IronX Exchange は、IRX トークンの意図された機能を修正して、それが対象となる法的または

規制上の要件を確実に満たすことを決定する可能性があります。 IronX Exchange が IRX トークンの意図
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した機能を修正することを決定した場合、IronX Exchange はこのホワイトペーパーの関連する内容を更新

し、最新版を Web サイトにアップロードします。 

 

あらゆる IRX トークンは、そのようなトークンの所有、使用、または所有に潜在的な制限を含む規制措置によ

って影響を受ける可能性があります。規制当局またはその他の管轄当局は、IRX トークンの仕組みをすべてま

たは一部を変更するよう要求することができます。 IronX Exchange は、規制要件またはその他の政府また

は事業義務を遵守するように仕組みを改めることができます。それにもかかわらず、IronX Exchange は、

IRX トークンが適切であり、現時点で考慮されている規制に合っていることを可能な限り合理的に確実にする

ため、商業上合理的なすべての措置をとったと考えています。 

 

規制当局は、このホワイトペーパーに記載されている情報のいずれも審査または承認していません。このホワイ

トペーパーの出版、配布または配布は、適用法または規制要件が遵守されたことを意味するものではありませ

ん。 

 

トークンの販売に参加することは実質的なリスクを伴うものであり、投資の全部または大部分を失う可能性のあ

る特別なリスクが伴う可能性があります。トークン販売に参加するリスクについての詳細は、トークン販売取引

規約に記載されています。投資を行なう前に、あなたが読んで理解し、トークン販売に参加するリスクを受け入

れる準備ができていることを確認してください。 

 

TGE および/または IronX Exchange は、そのような IRX トークンの所有、使用、譲渡または所有に関する

潜在的な制限を含む規制措置によって影響を受ける可能性があります。 規制当局またはその他の管轄当局

は、規制要件またはその他の政府または事業義務を遵守するために、当社が TGE の仕組みおよび/または

IRX の機能を改訂するよう要求することがあります。 それにもかかわらず、当社は商業的に合理的な措置を

講じることにより、TGE の仕組みと IRX の発行が適用される法律および規制に違反しないことを保証している

と考えています。 
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1  全体像 

 

デジタル通貨の急速な認知度上昇に伴い、仮想通貨等の資産保有者は安全で透明性の高い近代的なデ

ジタル取引の場の必要性を感じています。そうした高まる需要に呼応して幾つかの機能的な取引ツールがこれ

までに登場しています。昨今のトレンドが新たな仮想通貨システムを創造した一方、取引プラットフォームを提

供する企業間においてより優れた取引環境を生み出そうとする技術開発競争が過熱しました。しかしながら、

今日に至るまでの仮想通貨取引には利便性と機能性において重要な進歩がもたらされてはいるものの、未だ

数多くの欠陥が残されています。 

 

そこに、IronFX グループは、法定通貨と暗号通貨の両方を介して資金投入を実現するために、厳格に規

制され、ユーザー重視かつ高水準、そして精緻な取引過程が必要不可欠と考えました。IronFX グループは、

仮想通貨取引と従来のオンライン取引の間に継ぎ目の無い架け橋を今まさに創り上げようとしています。 

その過程は以下のステップにより可能となります 
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IronFX グループは保有・管理する全てのリソースを上記目的のために投入します。そのリソースとは、世界ト

ップクラスの提携金融企業群へのアクセスと抜群の換金性のみならず、数カ国における金融許認可や 120 万

人分を超えるオンライン取引口座、そして強固な金融基盤を含めたグループ資産に及びます。それが実現しう

るのは、仮想通貨取引の分野において他社が全く比肩し得ないレベルの専門ノウハウと卓越した運営能力で

す。仮想通貨取引の世界において彗星のごとく現れたリーダー的存在。その取引プラットフォームの名は

IronX Exchange 。 

 

IronX Exchange は、オンライン取引のグローバルリーダーである IronFX グループ、ブロックチェーン技術

のグローバルリーダーであり、分散型ブロックチェーン「カルダノ」の創設者である EmurgoHK、仮想通貨の世

界で大成功をおさめた ADA コインの三者により設立されます。 IronX Exchange は、ブロックチェーンコン

サルティング主流会社スマートロジック テクノロジーズと協力し、FCA(英国金融行動監視機構)元にある

DLT ジブラルタルライセンス PI 決済機関ライセンスに基づいて、取引エコシステムを構築する予定です。このプ

ラットフォームは、共通の取引ポータルを介してこれまでのオンライン取引とシームレスに融合します。これにより、

操作性に優れ、高い安全性にて、暗号通貨-暗号通貨の取引、法定通貨-暗号通貨の双方の取引を可能

にします。同時に、現物FX、CFD、株式、先物、コモディティーおよびインデックスなどの、従来のオンライン取引

を提供する IronＦX グループ取引プラットフォームを使用することで、交換トークン（IRX）の保有者に利益

をもたらします。 

 

従来のオンライン取引との滑らかな融合を通じ、IronX Exchange での取引は、以前は利用困難であった

インフラのより効果的な使用を可能としつつ、仮想通貨とその取引に対する理解と認識の増加をもたらします。 

  

このプロジェクトの成功を確信づけるため、IronX Exchange は技術と共に最善の金融市場と運用のため

ブロックチェーンからオンライン取引などあらゆる分野から選りすぐりを集めました。 
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2  業界が抱える問題  
 

 

仮想通貨取引所を利用する投資家が、今日直面する問題を挙げて見ます。 

 

1. ライセンスがない 

 

 

ほとんどの仮想通貨取引所は、認可を受けておらず、投資家たちはいつ何があるか知れない不

安を持ちながら取引を行うことになります。ライセンスがないということは、その取引所はデ

ジタル資産の管理・分類が不十分、また投資家と投資家の資金の保全が約束されていないとい

うことです。また認可のない取引所では、ハッキングなどのセキュリティ侵害、取引所の破産、

不正行為などの際、投資家に大きな影響が出るかもしれません。 

 

2. 流動性が乏しい 

 

新しい仮想通貨取引所が人気を得るためには、その取引所の利用者が多く、取引も盛んである

こと、つまり特定の金融商品において投資家からの買い注文と売り注文が絶え間なくあること

が必須条件です。大規模な注文リストがなければ、投資家が取引に参加するチャンスも減って

しまう上、流動性も悪くなり、さらにはスプレッドの肥大化、効率的に売買できる投資家たち

の能力も低下してしまうことになります。 

 

3. 法定通貨での入出金 

 

仮想通貨投資家が直面する別の問題として、仮想通貨の法定通貨での購入が挙げられます。有

名な取引所は、どこも大体、仮想通貨を法定通貨でそう簡単に売買できません。そのために、

新規参入の投資家はさらに仮想通貨の市場への参加がし辛くなっています。 

 

4. サポートとサービスのクオリティ 

 

最近の取引所のほとんどは、ちゃんとしたカスタマーサポートがないままビジネスを成長させ

ています。ですが、取引所を利用する投資家たち、また仮想通貨でのビジネスを行っているク

ライアントへ必要なサポートが十分に用意されていなければ、取引所のサービスや事業も不透

明なままで、顧客からの信頼も得られません。通常、カスタマーサポートやまともなヘルプラ

インというものは、多くの取引所には用意されていません。それでは満足なサービスも受けら

れず、取引もまともに行えません。仮想通貨取引所を利用する投資家たちが一般的に挙げる問

題点は、とりわけ次のとおりです。： 

 

(1) プラットフォームが難しくて使えない 

(2) サービスが乏しい 

(3) 英語でしか対応していない 

(4) 本人認証、入出金に時間がかかる 
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5. 技術的構造とトランザクション 

 

いざ取引を行う際、大幅な価格変動から来るリスクを軽減するためには、かなりのスピードで

取引がおこなわれなければいけません。不適切なプラットフォーム・システムでは、取引や入

出金に時間がかかる、スリッページ、注文の反映に時間がかかるなど、投資に重大な障害がで

る可能性があります。また取引所によっては、入出金の方法(銀行、またオンラインウォレット

など)、そして仮想通貨の流動性、注文の反映などが 30分から数日で変わることもあります。 

 

 

6. ネットワークセキュリティ 

 

取引所と投資家にとって最も費用がかかり、また懸念すべきは、ネットワークセキュリティです。ハッ

キングやその他サイバー攻撃で通貨が盗まれるなどは、仮想通貨業界の懸念の頂点といっても過言では

ないでしょう。セキュリティおよびデータ保護は、ユーザーにとっても最重要の位置にあたります。高

度なアクセスができない、低レベルなプラットフォームのセキュリティでは、このような問題を適切に

対処できません。 
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3  市場機会  
 

3.1  概要 

  

仮想通貨はグローバル規模で発展し、受け入れを始めています。現在では 1,500 もの仮想通貨が市場を飛

び交っています1。投資家の利益のための暗号資産の急激な増加は市場全体を驚くほど急騰させ、2018 年

1 月の時価総額は 700 億ドルにもなりました2。2017 年 12 月には今までに無い、仮想通貨界の流動性の

成長を記録しました。標準の売上高は 50 億ドルと、ニューヨーク証券取引所に見られる売上高と並ぶ額とな

りました3。この成長の一方で、世界の仮想通貨市場は、5 兆ドル、100 倍もの売上高の FX 取引に比べると

まだ初期段階にあると言えます。同様に、グローバル株式の時価総額は仮想通貨の時価総額を小さくします。

その額はおおよそ、仮想通貨の 140 倍ほどと言われている 100 兆ドルほどです。これら二つの点から、一定の

仮想通貨の取引において、仮想通貨市場は非常に高いポテンシャルを持っていると言えます。  

 

仮想通貨に対する需要とその用途は革新的かつ経済的なプラットフォームと技術の台頭と並行して引き続き

急上昇していくでしょう。なぜなら、仮想通貨取引は愛用者や個人投資家にとっていただのエントリーエベルで

しかないからです。個人投資家のほんの一部しか市場に参入していないことを考えても、仮想通貨取引サービ

スや、ユーザーが価値を割り当て、暗号通貨所有権を貨幣化することができる主要な媒体が実質的に存在し

ます。 

取引の供給が業界の需要を満たすため上昇した一方、成長し続けるユーザーからのニーズに包括的に取り組

んでいません。それゆえ、発展した、最先端の仮想通貨取引に対して増え続けるニーズはないがしろにされてし

まう可能性があると言えます。  

 

現在、グローバル仮想通貨市場を定義づけるいくつかの特徴があります。 

１.規制欠除（適切な投資家保護・明確なトークンの分類・税金システムが無い） 

２.透明性の欠除。 

３.優勢な硬貨の欠除。 

４.高い変動性。 

５.大衆からの知識信頼の欠除。 

６.簡易な法定通貨と仮想通貨取引促進の失敗。 

７.これらによる国際銀行制度の一部としての仮想通貨の受け入れの躊躇。 

 

 

                                                
1 http://markets.businessinsider.com/currencies/news/daily-cryptocurrency-volumes-vs-stock-market-volumes-
2017-12-1011680451 
2 https://www.cnbc.com/2018/02/13/cryptocurrency-market-to-hit-1-trillion-valuation-in-2018-kraken-ceo.html 
3 http://markets.businessinsider.com/currencies/news/daily-cryptocurrency-volumes-vs-stock-market-volumes-
2017-12-1011680451 
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結果、仮想通貨は日々の経済の一部になるどころか一般的な金融商品としても未だ認められていません。だ

がしかし、我々は適切な規制が出来れば、国際銀行制度が徐々に仮想通貨を受け入れる体制を形成する

と信じています。（最近では、JP モルガンなどの企業側がスタンスを変え始めている。4）同時にそれは、日々

の仮想通貨を決定的要素として使用する取引市場の向上にも繋がります。 
 

  

3.2  競合他社分析 

  

仮想通貨取引に対する需要が上昇した結果として、この業界は競争的為替レートを作り上げようとする多くの

の前向きなベンチャー企業を魅了しました。 

 

次ページに記載してあるのは、IronX 取引と類似した、現在の仮想通貨取引に焦点を当てた仮想通貨プロ

ジェクトです。 

 

BITMEX [bitmex.com | 取引ボリューム (24h): $3B]5 

 

ビットメックスはユーザーにビットコインのみを使わせることで、国際金融市場へのアクセスを促す、オンライン取引

プラットフォームです。広範囲の取引や様々な順序型、また３つの法定通貨（US ドル・日本円・人民元）に

も対応しています。 

ビットメックスが現在、業界にて人気である一方、そのプラットフォームは複雑で、難しいため、ある程度経験を

積んだユーザーに適しています6。仮想通貨業界がもっと知れ渡れば、ビットメックスは新しいユーザーを引き集

めることが困難になるでしょう。 

 

BITFINEX [bitfinex.com | 取引ボリューム(24h): $1B] 

 

US ドルをベースとしたビットコインやその他アルトコイン等の人気コインの取引を主に行っている香港を拠点とし

た取引所。ビットフィネックスは高い流動性、カスタマイズ可能なインターフェース、そして 24 時間体制のカスタマ

ーサービスが特徴です。 ビットフィネックスのカバーする範囲の広さと発展した取引の特徴は素晴らしい一方、セ

キュリティーに問題があります。2016 年に起きた機密保護違反のハッキングにより 72 百万ドルの損失が出、

多くの顧客を失いました。また、ビットフィネックスはプラットフォームにて US ドルでの支払いを可能にしたにも関わ

らず、この特徴は無効化され、取引上、仮想通貨での支払いのみだけが可能となりました。 

                                                
4 https://www.cnbc.com/2018/01/09/jamie-dimon-says-he-regrets-calling-bitcoin-a-fraud.html 
5 すべてのトークンはここを参考にしています。2018年 5月 15日時点 https://coinmarketcap.com 
6 https://www.finder.com/bitfinex-exchange-review 
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BINANCE [binance.com | 取引ボリューム (24h): $1.8B] 

 

バイナンスは低取引手数料が特徴である様々なブロックチェーンアセットの取引に焦点を当てた仮想通貨取引

です。バイナンスコイン（BNB）はバイナンス取引のコアであり、特徴としては一時的な取引手数料が 50%

引という点です。バイナンスは法定通貨の使用を取り入れる計画はありません。 

低取引手数料と入金手数料無料という初期手数料に魅了されたバイナンス利用者は、後に高い引き出し手

数料が課されることになります。また、バイナンスは法定通貨の使用を禁止することで新しいユーザー集客が困

難となっています。 

 

COINBASE [coinbase.com | 取引ボリューム (24h): $665M] 

 

コインベースは現在最も大規模かつ人気な取引所の一つです。ユーザーが市場で定められた固定価格で仮

想通貨を取引することが可能で、将来性に見込みを持つことができます。また、コインベースは、クレジットカード

や銀行送金を使用し、法定通貨での取引も可能です。 

銀行送金は便利ではある一方、コインベースはプラットフォームのユーザーから多くのクレームを受けました。送金

完了までに非常に時間がかかってしまうためです。多くのクレームを受けたものの、コインベースのカスタマーサービ

スはそれを克服するための努力をあまりしておらず、現在でも、ライブチャットや 24 時間サポートセンターの設置

がありません。 

 

BITTREX [bittrex.com | 取引ボリューム(24h): $265M] 

 

ビットレックスはアメリカベースのブロックチェーン取引プラットフォームです。200 以上もの仮想通貨取引を取り扱

っており、市場で人気の新しいプロジェクトもすぐに取り入れることとして知られています。 

最も大規模で人気のある仮想通過取引所の一つにも関わらず、ビットレックスはネイティブコインを有名仮想通

貨との組合せとして提供していません。つまり、従来 ETH や BTC などを取引ベースとすることで発生した高い

手数料を節約するということが難しくなるということです。また、利点があるものの、ビットレックスは初めてのユーザ

ーに対し法定通貨の使用を許可しておらず、すべてのやりとりを現在プラットフォームに保持されている暗号通

貨のみとしています。 
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GATE.IO [gate.io | 取引ボリューム (24h): $156M] 

 

Gate.io は比較的新しく、規制があまりない仮想通貨取引所です。市場知識のある投資家をアシストするた

めにデザインされており、ブロックチェーンベースの取引を促進し、広範囲に渡る仮想通貨に関する最新の価格

情報を提供しています。Gate.io のプラットフォームは暗号化冷蔵と２要素認識を含む、ユーザー保護のため

の標準セキュリティを備えてあることが特徴です。 

他の新しい会社が業界を先導する能力を備えている場合がある一方、Gate.io は競争率の高いプラットフォ

ーム提供の中であえて革新的な提供をすることはありません。仮想通貨のみの取引・標準のセキュリティー、そ

して低取引手数料などを含む標準機能が確実に提供されています。また、これらの特徴は規制が無いことや

信用取引がないという点の埋め合わせのようです。 

 

BIBOX [bibox.com | 取引ボリューム(24h): $135M] 

 

AI のアルゴリズムを使い高額取引を促進した珍しい仮想通貨取引所である。また、評判の良い“メモリーマッチ

ングシステム”を備えたプラットフォームに加え、ビットボックスは最近、業界一の水準であるアプリを提供していま

す。 

ビットボックスは新しい顧客へ積極的な取引を促すための基本プラットフォームを持っている一方で、取引自体

どの法定通貨の使用も認めておらず、現在ある仮想通貨の取引のみと限定しています。結果として、新規ユー

ザーはまずビットボックスを始める前に、仮想通貨を別のソースから獲得する必要があります。 

 

KUCOIN [kucoin.com | 取引ボリューム (24h): $70M] 

 

低時価総額と市場における幅広い範囲のコインの組み合わせに特化した仮想通貨取引所。Ku コイン

（KCS）を所有しているユーザーはプラットフォームの取引手数料総額の半分をボーナスとして受け取るという

利点があります。 

KUCOIN は業界の中でも比較的新しく人気があります。しかし、クコインは法定通貨の購入をするための銀行

送金、クレジットカード、またはデビットカードの使用を許可していません。そのため、ユーザーにとって事前の暗号

資産無しに取引を開始するのは難しいでしょう。 
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CRYPTOPIA [cryptopia.co.nz | 取引ボリューム(24h): $17M] 

 

業界におけるニュース・関連事項・資産取引など全ての仮想通貨取引に関係したワンストップショップ（総合

金融機関）です。クリプトピアは BTC、NZD、LTC、USD、Doge の組合せでの取引を提供しています。 

 

クリプトピア取引所のカスタマーサポートはユーザーから多くの関心を寄せられています。取引や仮想通貨に関

する基本的な情報から事細かに説明した詳しい FAQ が非常に優れています。 

 

QUOINE [liquid.plus | 取引ボリューム (24h): $5M] 

 

国際的資金ベースの仮想通貨取引。ビットコインや多くの法定通貨取引、世界中のトークン、QASH などプラ

ットフォームが備わったコインの取引サービスを供給しています。 

コインでの取引では、出金のプロセスが多い点が問題となっています。現在、仮想通貨をプラットフォームから引

き出すのに 72 時間掛かっているため、素早く効率のよい取引の必要性が高まっています。 

 

 

3.3  機会 

  

 

IronFX グループはサービスに特化した高水準のしっかりと調整された、仮想通貨だけでなく法定通貨をも対

象にした取引を確立する必要性に気付きました。この取引は多くの小売市場へのアクセスを可能にし、幅広い

顧客のデータベースを通し流動性を高めることを目的としています。 

  

IronFX グループは戦略実績・安定した運営・一流の金融機関へのアクセス・流動性そしてマルチ規制ライ

センスや 120 万以上を超える大規模の顧客・金融ベースを含む重要なグループ資産などを最大限活用する

計画です。また、それによって無類ない専門知識と戦略を仮想通貨取引業界に持ち寄ることで、市場におけ

る実践者として業界を先導します。これが IronX Exchange です。 
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4  IRONXの取り組み 

 

 4.1  ビジョン 
 

既存の暗号通貨を持たないまま仮想通貨市場に参入するユーザーの皆様のために、IronX は前述の課題

を非凡な経験を駆使して克服し、仮想通貨取引と従来のオンライン取引の間にある垣根を完全に取り払いま

す。確かな基盤のもとでの取引参加プロセスの飛躍的な簡略化、優れた効率性、そして低コストといったメリッ

トを武器に、IronX は新規ユーザーを惹きつけ、サポートします。 

 

IronX は小売市場から仮想通貨市場への安全かつ簡潔な移行を可能にします。従来の規制および運営

手法、プロセス、ソリューションに加え、バックオフィスやリスクマネジメント、さらには会計管理や支払い、経理手

段といった会社機能を最大限にパワーアップ。IronX Exchange は顧客中心・質重視のサービスを提供し

ます。 

投機対象の多様化を望む仮想通貨投資家に対し、IronX Exchange は IronX グループの取引プラッ

トフォーム上（スポット FX、CFDｓ、シェア、先物、コモディティー、インデックス）の多様な資産へのアクセスを

提供します。このサービスには通常より高いレバレッジの設定も含まれています。 

 

これまでのオンライントレーディングとの融合によって、IronX Exchange は仮想通貨および仮想通貨取引

の更なる認知度上昇と普及に貢献します。以前まで全くありえなかったインフラが、今まさに使用可能となりま

す。 
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4.2  概要 

  

複数のパーティーからの相互作用や従来の取引との連結を通し、更なる取引高を促進する最新のシステムを

利用しながら、IronX Exchange は現在の仮想通貨問題を明らかにし、あまり取引の経験のない人にも

分かりやすく容易に取引を提供します。 

 

IronX Exchange は市場をリードする技術を備えたプラットフォームを使うことで仮想通貨市場に変化をも

たらす事を目的としています。そのプラットフォームというのは、様々な高技術と高い安全性を備え、高い流動性

や売上高の向上を図ります。これらは現在ある問題においても非常に重要な問題の一つで、トレーダーが法定

通貨含め安全な取引をするために必要です。また、IronX Exchange は従来の取引プラットフォームを

IronX Group と共に使用してまいります。プラットフォームには強い規制的フレームワークを使用しており、新

しいカスタマーサービスのレベルを生み出す、世界で通用する優秀さを誇ります。 

このスムーズな繋がりは最善の考慮とビジネスプロセスや技術ソリューション（二つのカスタマーサポートマネージ

メントシステムの結びつきなど）に合わせデザインされています。また厳しい規則も影響しており、全ては最高レ

ベルの法規制的また、コンプライアンスの基準に沿ってデザインされています。 

  

IronX グループは最先端を行く会社やアドバイザーと協力し、レベルアップした IronX Exchange を実際

に金融取引会社のバックアップ付きで提供できるよう励んでまいりました。パートナー企業は以下のとおりです。 

 

 EmurgoHK グループ (www.emurgohk.io)  

ブロックチェーン世代の問題解決のため設計された、世界に名を知らしめるオープンソースのブロッ

クチェーンプロジェクト Cardano の開発者。 EmurgoHK は IronX 取引所の成立と成長

をサポートし、大成功を収めた ADA コインを IronX 取引所にリストアップすることで流動性を

提供。  

 Smartologic Technologies (www.smartologic.io)  

ブロックチェーンコンサルと戦略のアドバイザー。 

 

IronX Exchange はまた、トークンプラットフォーム、IRX のシステム使用をサポートするメインコインとして使

用します。ユーザーは取引手数料を取引で支払う通貨か、IRX トークンで支払うかを選択できます。IRX で

支払われる手数料は取引所にてディスカウントのサービスの対象となります。IronX Exchange は IRX 保

持者に様々な形でメリットを提供する予定です。例えば、IRX 保持者のレベルに応じて、個人口座管理や市

場の最新情報、可能であれば、市場ボーナスなど追加サービスやインセンティブを与えるなどです。  
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4.3  IronFXグループの背景 
  

IronX Exchange プラットフォームは、IronFX グループによって開発され、展開されます。最も優れた顧

客管理とサポートで世界的に名高く、数々の受賞経歴を有するオンライントレーディングの世界的先駆者、そ

れが IronFX グループです。代表的な国際的受賞タイトルは右のとおりです。： “グローバル・オンライン・トレ

ーディング最優秀賞” (2017), “ヨーロッパ金融部門における特別最優秀賞” (2016), “最優秀 FX 教育

企業” (2015), “FX 分野における多大なる貢献に対する表彰” (2014), “最優秀 FX サービス” (2014), 

“FX ブローカー最高信頼度” (2014)、“最優秀取引処理・グローバル賞” (2013)。 

 

IronX グループは、業界随一のスプレッドの低さで支持を集めており、世界最大級の流動性を求めるユーザ

ーに理想的な取引環境を提供します。 

 

また、IronFX グループはオンライントレーディングのブローカーおよび取引所としては世界有数の先駆的企業

のひとつです。そのサービスの名の下、重層的な法的規制環境を整備し、顧客第一の多言語サポート体制の

構築と維持、独創的な取引商品の展開、そして世界的な銀行および決済ネットワークへの特権的アクセスに

伴った先進的入出金オプションを兼ね備えています。 

 

以下、4 つの規制許認可を得ていることで、弊社グループは業界屈指の規制レベルを維持しています。 

 

 イギリス許認可（FCA no. 585561） 

 オーストラリア許認可（AFSL no. 417482） 

 金融行動監視機構 (FSP no. 45276） 

 キプロス許認可（CySEC no. 125/10） 

 

IronFX グループのもと、各国のオフィスで雇用されている社員は合わせて約 200 人となり、うち 100 人がア

カウントマネージャーとして顧客に対する画期的な個別サポートを行っています。そのほか、世界各地でアカウン

トマネージャー同様の役割を果たす 400 人ものパートナーと提携しており、専属アカウントマネージャーと合わせ

た数は 500 にもなります。この充実した人的資本が IronFX グループの 24 時間体制サポートを可能にして

います。 

 

過去 8 年間で世界有数の銀行と提携関係を築き上げてきたことは IronFX グループが誇れる実績のひとつ

です。Barclays、Bank of America、 UBS、 Unicredit、 HSBC、 そして BNP Paribas といった銀行グ

ループと共に、弊社クライアントに提供する国際金融システムへのアクセス整備を築き上げ維持するための専門
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ノウハウを蓄積してきました。IronFX グループは、世界レベルの市場調査と分析をこなすエキスパートによっ

て継続的に支えれられています。この調査チームのエキスパートたちが、弊社グループの情報資本を最新に保

つと同時に進化させています。現状は確約が待たれる段階であるものの、IronX Exchange にも上記銀行

とのパートナーシップが期待されます。 

 

IronFX グループの取引イニチアティブの背景にある推進力は、これまで多大な実績を上げてきた企業経営

基盤に裏づけされた長年の経験です。世界に散らばる 6 つのオフィスとオンライントレーディングにおける 120 万

以上の顧客を抱え、弊社グループは流動的で効率的な仮想通貨取引を確立するために必要とされる専門

運営ノウハウと強固な取引処理能力を鍛え上げてきました。複数国における許認可の保持や財政的安定、

さらにはトップクラスのパートナー企業などを含む多様な資本を最大限に活かし、IronFX グループはこれまで

遅々として発展してこなかった仮想通貨取引に変革をもたらし、抜群に洗練されていると同時にプロフェッショナ

ルな、業界スタンダードを構築します。 
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4.4  成功の秘訣 
 

1. 規制 

a. 現在の問題 

i. 規制の欠陥がユーザーに対し不信感を与えている。セキュリティーや取引の明確さ、シス

テムの性能などに関する問題が、取引によって確立された様々なプロトコルによってまだ

顕在している。 

ii. 規制されていない取引での決済や支払いはユーザーが適切な規制によって保護されて

いないため、資金の流用や、大きなリスクを伴う。 

iii. 規制によって保護されていないユーザーに対し、取引や資金運用、情報保護などの不

安。 

2. IronX Exchange が提供するもの 

i. IronX Exchange 取引所は、KYC と AML プロセスを社内手続きや第三者の統合

によって実現する完全規制された取引を目指しています。  

ii. 現在、ジブラルタル規制取引所（DLT）ライセンスを申請しており、FCA 下の PI ライ

センスについて調査中です。  

 

2. 流動性 

a. 現在の問題 

i. 不完全なオーダーブックが可能性を持っているユーザーに取引を始めるためらいを生み出

し、低い取引高を招く  

ii. 一貫性のない売上高が値段の変動性を高め、スリップページやトレーダーの収益性下げ

る可能性がある 

iii. 最小限の取引と仮想通貨公開を含む需要と供給は最善の取引高を維持し、より高い

流動性を促進するための能力を大きく損傷する可能性がある。 

b. IronX Exchange が提供するもの 

i. 取引高向上のため、複数の有力な取引パートナーと連携した総合接続のプラットフォーム 

ii. 複数の取引所とテクノロジープロバイダー既存の接続性を利用し、有用なオーダーブックを

提供する。 

iii. 従来のオンライン取引との滑らかな融合で、世界でも最高の流動性を誇る FX 市場への

アクセスが可能となる。 
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3. カスタマーサポート 

a. 現在の問題 

i. 経験や知識が豊富ではない人材がレベルの高いお客様からの質問に素早く対応する

ことができない 

ii. 十分でないカスタマーサポート人材や、限られた言語や方法でのコミュニ         

ケーションポータル、低いコミュニケーション能力 

b. IronX Exchange が提供するもの 

i. 経験豊富な３０言語以上の多国語で対応可能なカスタマーサービス 

ii. ２４時間連絡可能である、洗練された顧客担当。 

 

4. 技術 

a. 現在の問題 

i. 多くの取引所における次善の技術アーキテクチャーが、経験があるデジタル資産トレー

ダーに適した論理的かつ複雑なプラットフォームと、新しい未経験のユーザーに対する問

題に取り組んでいる。 

ii. 多くの取引所での不十分なセキュリティーシステムはユーザーの情報保護に危機的な

問題をもたらす可能性がある。 

b. IronX Exchange が提供するもの 

i. IronX Exchange は新しいユーザーにも簡単で使いやすい、慎重にデザインされた

インターフェースを備えた、発展したプラットフォームを使用している。 

ii. IronX Exchange は下記のような高性能のセキュリティーシステムを備えている。

Google の認証コードを通した２要素認識、速度制限、最新接続制限、TLS コネク

ション、そしてグローバル取引でも使用されているコールド・ウォレットなど。 

 

5. 簡単な法定通貨から仮想通貨への変換 

a. 現在の問題 

i. 卓越した仮想通貨取引のほとんどで法定通貨でのデジタル資産購入が不可能である。

これは新しいユーザーを集める妨げとなる。 

b. IronX Exchange が提供するもの 

i. プラットフォームと仮想通貨に対応可能な銀行取引所の連携による滑らか

な法定通貨出入金 

ii. 従来のオンライン取引との滑らかな融合により、最良の流動性での FX 市場へのアクセ

ス 
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4.5  パートナー 

 

• EmurgoHK グループ  

 

o ブロックチェーン世代の問題解決のため設計された、世界に名を知らしめるオープンソースのブ

ロックチェーンプロジェクト Cardano の開発者です。 EmurgoHK は IronX 

Exchange の成立と成長をサポートし、大成功を収めた ADA コインを IronX 取引所に

リストアップすることで流動性を提供します。  

o 2017 年に設立された EmurgoHK はカルダノの分散型ブロックチェーンエコシステムに統合

された商業ベンチャーの開発、サポート、インキュベーションに特化した登録会社です。  

o EmurgoHK は投資志向です。スタートアップベンチャーやブロックチェーン技術によって、従

来の常識を覆す能力を活用しようと考えるビジネスパートナーに、直接的なサポートを提供し

ます。  

 

 Smartologic Technologies  

 

o  スマートロジック テクノロジーズは、ブロックチェーンのコンサルティングサービスです。企業のブロッ

クチェーンベースの活動を最適化、従来の業務を分散化し、革新的なアイデアを実現するため

のオーダーメイド・ソリューションを実施しました。 スマートロジックは、IronX Exchange プラッ

トフォームの顧問およびファシリテーターとしての役割を果たす予定です。  

o スマートロジックのチームメンバーは、VINchain、CEDEX、そして 2017 年最大 ICO の 1 つ

としての地位を確立した大衆市場予測プラットフォーム、そして Stox を含む優れた ICO など、

数え切れない舞台で活躍・成功を収めました。彼らはまた、CRYPTALGO や Coti のような

複数のハイプロファイルフィンテックと ICO 企業へのアドバイザー役を担っています。 
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4.6  技術プラットフォーム 

 

4.6.1  技術的構造 

 

IronX Exchange のプラットフォームは AlphaPoint の技術によって基盤づけられています。昨今の業界に

おける問題に対し、より良いソリューションを導入することにも使われます。多くの取引システムで使用されている

同じ最先端のアーキテクチャーをベースに IronX Exchange は以下のシステムも備えています。 

 グローバル規模の業界に対応する超高性能アーキテクチャー 

 高度な性能（1 秒に百万取引） 

 使いやすく簡単なインターフェース 

 高性能のセキュリティーと情報保護 

 簡単なシステムマネージメント 

 普遍的トップの性能 

 全ての記録にエラー検出コード 

 常稼働・ダイナミックなデータベース 

 総括的なカスタマーサービス 

 素早いフェイルオーバーサポート 

 簡単なシステム管理 

 HFT 対応システム 

 モニタリングとアラート 

 滑らかなフェイルセーフ装置 

 簡単な法廷通貨から仮想通貨の購入 

 

4.6.2  利益 

 

IronX Exchange プラットフォームのユーザーのメリットは以下の通りです。 

 

 複数の異なった仮想通貨へのアクセスが可能 

 ２４時間年中取引 

 固定された手数料 

 レポート報告 

 仮想通貨・法定通貨問わない素早い出入金承認 
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 規制に基づいた取引 

 毎日の取引明細書の自動的に分散、デフォルト設定で新規ユーザーに取引結果が届く 

 API を通した、指値注文からオーダーブックへの発行・編集・キャンセルが可能 

 マッチングエンジン−1 秒百万の取引処理- 

 市場・リミット・ストップを含む９つのオーダー方法 

 

4.6.3  デバイスカバレッジ 

 

IronX Exchange は顧客に対し、以下の端末からスムーズな取引を促進しています。 

 

 アンドロイド・IOS 

 デスクトップ 

 タブレット 

 MT４や Webtrader など従来のオンライン取引プラットホーム 
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5  IRONXエコシステム  
  

5.1  概要 

  

IronX Exchange エコシステムは、顧客サービス担当者の専門チームがサポートする、ユーザーとトレーダー

のコミュニティを育成します。ユーザーへは、通常のプラットフォームの使用と並行し、特化した顧客サービス提供

が設計された高度なサイトへのアクセス、新規および経験豊富なトレーダーへは、操作の容易性と最適な交換

を実現します。  

 

顧客サービスには、オンラインサポートやライブチャットオプションなど、多数のクライアントにとって便利な機能が含

まれており、30 以上の言語による多言語サポートが提供されています。また、シンプルで使いやすいトレーディン

グソフトウェアも提供しています。 ユーザーは、ページの読み込み速度を最大限に高め、サイトの動作に対する

サーバー応答を高速化、無駄なコストは一切省かれた、効率的なプラットフォームを体験することができます。 

 

 

 5.2  ライセンスと規制 

 

IronFX グループは優れた規制実績を持ち、世界でも最上位の規制を保持し、提供しています。これらは英

国、金融行為監督機構（FCA no. 585561）と豪州、オーストラリア証券投資委員会（AFSL no. 

417482）、金融行動監視機構（FSP no. 45276）、キプロスの証券取引委員会（License no. 

125/10）からの認可を受けています。これに関して、IronX Exchange が掲げる目標の一つとして、複

数の司法権を儲け、一流の規制フレームワーク、という、適切な顧客サービス・模範的取引・高いセキュリティ

ーを提供することが挙げられます。 

 

 

IRONX は、IronFX グループが持つグローバルなコンプライアンスの経験と、その幅広い専門知識を活用して、

現在存在する最高かつ評判の高いライセンス、また近い将来、仮想通貨市場で有効になるライセンスを取得

する予定です。IRONX は、グローバルな仮想通貨市場の現在の規制状況を見直し、ジブラルタル、マルタ、

エストニアなどの複数の管轄区域で DLT ライセンスを獲得する見込みです。そしてまた、IRONX ではこれらの

管轄区域で完全な仮想通貨取引免許を取得するための鍵となる、英国金融行動監視機構(FCA)の元で、

Payment Institution(PI)ライセンスの取得を求める予定です。 
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DLTライセンス 

 

ライセンス保有下での DLT活動実施は、ユーザーへ安定した、安全な、システム化されたネッ

トワークを保証します。したがって IRONX では透明性の維持、セキュリティシステムの継続

的な検査および保守、取得したライセンスに基づく全てのユーザーの取引にベストに対応する

ための法的権限保有が可能となります。現在 IRONXでは、IRXトークン所有者への特典を予定

している一方、内部リスク管理手順とユーザーのための財務管理との一元的な取引についても

計画しています。 

 

支払い期間(PI)のライセンス 

 

IronX は英国の免許下での運用を行うために、支払い機関(PI)ライセンスを取得する機会を追求しており、

可能なかぎり英国金融行動監視機関(FCA)の下で事業を行っております。このライセンスは、支払いサービス

を実施する企業、電子マネーを発行する企業などが多く取得するライセンスです。活動ポートフォリオの全体的

なセキュリティと透明性を強化しつつ、英国のユーザーにサービスを拡大することが期待できます。  

 

 

IronX Exchange は現在、英国の規制下で運用するため、支払い機関（PI）ライセンスを取得中であ

り、可能な範囲で金融仲介機関（FCA）のもとで行っています。これは、支払いサービスを実行している企業

や電子マネーを発行している企業が保有するライセンスです。活動・執行における全体的なセキュリティと透明

性を強化しながら、英国ライセンス下で、ユーザーへサービスポートフォリオを拡大することを目標とします。 

IronX Exchange は、完全に認可・規制を受けた暗号通貨取引所として活動し、形式的に構成された

取引の安定性、説明責任、透明性・合法性をユーザーに提供します。プラットフォームでの取引は、取引所で

安全に制御されるメカニズムを介して動作し、暗号通貨資産取引の際、ユーザーが安心して利用できる環境

を提供します。 IronX Exchange は豊富な FX ブローカーとしての経験と地位を活用し、今後は大規模

な外部金融機関と提携して、一般化を促進し、大量の顧客へ広く公開することを目指しています。 
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5.3  対象顧客 
 

5.3.1  デジタル資産トレーダー 

 

仮想通貨取引するための安全なプラットフォームを探しているユーザーは IronX Exchange 取引のエコシス

テムを使用することで利益を得ることができるます。それは、共同取引へのアクセスを得ることができ、売上高の

増強、遅延やプロセスにかかる時間を省くことができるからです。IronX Exchange 取引は安全で簡単な

仮想通貨取引・投資のため、簡単で質の高いサービスの提供を心がけています。 

 

IronX Exchange 取引は投資を展開したいと考えている投資家たちに低相関資産へのアクセスを直接可

能としています。IronFX グループ 取引プラットフォームで提供されており、普段のレバレッジよりも高い値で使

用することが可能です。このサービスは滑らか、かつ即効で高い効果性があります。IronX Exchange 取引

も IronFXグループループにおいても、共通のバックオフィスや財源を使用しているため、追加の KYC や AML

のプロセスや資金運用など時間のかかる作業の時間短縮をすることができます。 

 

5.3.2  新規ユーザー 

 

仮想通貨に親しみや経験が無い方にとっても、IronFX Exchange は法定通貨での仮想通貨購入を可

能にすることによって、スムーズで滑らかな仮想通貨取引環境を提供しています。これは出入金を自動で施行

することで可能になり、同時に素早いクリアランスや支払をが取引所で楽しむことができます。 

 

5.3.3  ICO企業 

 

ICO 企業は、プラットフォームコインを IronX Exchange に掲載する機会があります。すべてのリスティング

は、候補企業情報の徹底的な検証とレビューの対象となります。その後、特別に指定された諮問委員会によ

る投票により、リスティング要求の結果が決定されます。 ICO 企業は、すべての基準、法的分類および考慮

事項、規制、コンプライアンス、およびその他の厳しい基準を満たしていれば、IRX トークンを介して事前に「上

場手数料」を支払うことが求められます。詳細は、4.7 項（IronX Exchange の新しいトークンのリスト）

を参照してください。 
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5.4  ビジネスモデル 

  

IronX Exchange のビジネスモデルはシンプルです。 IronX Exchange の利用には、取引手数料、引

き出し手数料および上場手数料が発生します。 

 

IronX Exchange での初期取引手数料は 0.2％になります。 

 

IronX Exchange は、資金の引き出しに少額費用を請求することがあります。 

 

IronX Exchange の目的は、ICO 企業がコインを上場させる場として選ばれることです。このようなサービ

スの場合、IronX Exchange は徹底的なデューデリジェンスを実行し、上場対象の企業は IRX にてセット

アップと年間報酬を支払うことになります。 

 

投資家は IronX Exchange のアカウントを使用して、新しく作成した IronFX グループ のオンライン取

引アカウントにコインを入金し、他通貨取引の割引を受けることができます。IRX トークンを使って口座に入金

することで、より高い割引が得られます。この割引は、IRX トークンで支払われるリベートの形で実行されます。 

 

 

5.5  IRONXへの新トークンリストアップ 
 

 

IRONX の主要ビジネスのひとつは、取引商品としての新しいコインのリスティングです。

IRONX が高い評判を保ちつつリスティングを進めるために、IRONX は「オンボード委員会」

の結成を決定いたしました。委員会は、上場申請の全ての審査、その承認・却下を進める責任

を保有します。 

 

同委員会は、IRONX執行役員の 4名から構成されます。議長および創設者、諮問委員会会長、

CEO、最高法務およびコンプライアンスオフィサー、IRONX 諮問委員会からの業界アドバイ

ザーのうち 4名と、IRONXアカウントに 250,000ドル以上の IRXを保有する 10名のいずれか

より選択されます。 

 

申請は委員会により徹底的な調査が行われ、合法的事業とビジネスモデルを持つ正当な企業のみが上場承認を受

けるよう、綿密なデューデリジェンスプロセスが実施されます。 
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6  IRXトークン 

 

6.1  概要 
 

 

IRX は取引コインです。システムの使用をサポートする主要コインとして機能する、ERC-20 ユーティリティトー

クンです。ユーザーは取引手数料などの手数料を取引通貨で支払うか、IRX トークンで支払うかを自由に選

択できます。 IRX トークンで支払われる料金には、以下の表に従って取引所で割引額が適用され、すべての

手数料および取引で IRX を頻繁に使用するトレーダーをサポートします。 

 

 

取引ディスカウント 

 

 

 1 年目 2 年目 3 年目いこう 

ディスカウント 50% 30% 10% 

 

 

仮想通貨取引所 (法定通貨―暗号通貨―法定通貨)ディスカウント 

 

 

 1 年目 2 年目 3 年目いこう 

ディスカウント 25% 15% 5% 

 

 

上記のセクション 4.4 で説明した上場手数料は、IRX トークンでのみ支払われます。 

 

IRX コインの保有者は、さまざまな方法で利益を得ることができる。保有レベルに基づいて、個人アカウント管

理、市場アップデート、マーケティングボーナスなどの追加サービスやインセンティブを受けることができます。 

IronFX グループの取引口座を開設するため、暗号通貨を使用する IronX Exchange のトレーダーに

は、IRX トークンで支払ったスプレッドの割引が発行されます。 

6.2  エコシステムにおける IRX保有者のメリット 
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IronFX グループの一員として、IRX トークンの保有者には、他のグループ企業や取引プラットフォーム間で、

より高いレバレッジ、トレーディングボーナス、口座の状態のアップグレードなどのメリットがありますが、これらに限ら

ないより多くのメリットを得ることができます。 

 

IRX 所有者のための IronFX グループのプラットフォームに関するメリットは以下のとおりです。 
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実現可能であれば、IRONX は取引量、IRX の POS、シンジケーションに基づいて、投資家が

属するコミュニティに IRXトークンを報酬として提供する予定です。 

 

IronX Exchange 取引エコシステムへの参加者は円滑に仮想通貨口座を滑らかに IronX Exchange 

への移行することが可能です。IronFX グループのオンライン取引プラットホームは共通のバックオフィスやバン

キング・支払い方法を使用しているため、効率がよく、素早く、コストが低いです。また、リスクマネージメントや口

座管理、コンプライアンスマネージメントなどにおける、豊富な経験は仮想通貨取引から従来のオンライン取引

への移行をよりスムーズにしてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 31 

  

7  トークンエコノミー 
 

7.1  IRXトークンセール 
 

IRXトークンのプライベートセールは 2018年 6月 20日から始まり、総売り上げ数は何と

6769万 1787トークン、1トークンを 0.33USDとして、実に総額 2233万 8290USDもの総売

り上げ額をたたき出しました。更なる人気から、IRONXでは上限を増やし、8230万 8213ト

ークンまでの追加販売を決定いたしました。* 
 

売り上げの詳細は以下のとおりです。： 

 

トークンセールの詳細 

最低投資額 $100 

セール可能なトークンの全額                                   150,000,000 

プライベートセールで販売したトークン総額                                   67,691,787  

パブリックセール期間 01.11.2018 - 15.01.2019 

パブリックセールでのトークン供給 82,308,213 

ハードキャップ $50,000,000 

トークンが購入できる通貨と方法 BTC, ETH, Wire 

トークン額 $0.42 

 

上記に加え、50,000USD以上のトークンを購入する投資家は、更にトークンを受け取ることが

できます。トークンは投資家が購入した額のパーセンテージに対応して発行され、9ヶ月間

IRONXへ投資された後、四半期ごとに 3分の 1を投資家へお渡しします。 

 

詳細は以下の表のとおりです。： 

投資額 ボーナストークンの％ 

$50,000 5% 

$150,000 10% 

$250,000 15% 

$500,000 20% 

$1,000,000 30% 

 

*トークンセールへの参加には、各投資家への顧客確認が必要です。 

*トークンセールは以下の国と地域以外の市民権を有する全ての投資家の方々が対象です。 

米国、キプロス、ミャンマー、キューバ、イラン、北朝鮮、シリア、クリミア半島、バングラデシュ、ボリビ

ア、スーダン、エクアドル、エジプト、キルギス、日本、韓国、中国、モロッコ、ナミビア 
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7.2  IRXトークン配分 

 

7.3  トークンの利用 
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8  チーム 
 

8.1  IRONXオペレーションチーム 
 

 

Markos A. Kashiouris  

創業者＆会長 

 

Markos Kashiouris（マルコス・カシューリス）氏は、2011 年 3 月から IronFX グループの最高経営責

任者を務め、2013 年 2 月には会長に就任、2010 年 1 月に IronFX グループを共同設立して以来、

取締役の 1 人を務めています。複数の企業を設立したカシューリス氏は、不動産、国際フランチャイズ/ブロー

カレッジ、金融サービス、オンライン取引などの大事業を 20 年以上にわたり設立し、開発・成功を収めました。

カシューリス氏は 2000 年、主に不動産に焦点を当てた投資会社であるテラキャピタルを設立し、2008 年ロ

ンドン証券取引所の AIM 市場にてアグア・テラの上場を成功させました。さらに、カシューリス氏は英国の公共

部門に特化したロンドンの専門住宅ポートフォリオを保有しています。 

カシューリス氏はイングランドとウェールズの公認会計士協会（FCA）、公認マーケティング協会（ACIM）の

アソシエイト、公式証券投資研究所（MCSI）のメンバーです。カシューリス氏は、FSA に登録された証券担

当者（レベル 3）でもあります。彼はロンドンの JP モルガンと Commerzbank 証券に勤務し、2001 年と

2002 年の Extel Survey で最高評価を受けました。カシューリス氏はマンチェスター大学の計量経済学の

学士号と UMIST の戦略マーケティングマネジメントの修士号を取得しています。彼は現在、ブルーフェニックス

の役員および子供たちのためのバスケットボールを世界に生み出したアノルトシス・バスケットボールクラブのメン

バーとして勤務しています。 IronFX ヨットにおいては、カシューリス氏率いる IronFX ヨットチームがキプロスを

代表し、2017 年 ORC ワールド・セーリングチャンピオンシップ、2018 年 ORC ヨーロッパ・セーリングチャンピオ

ンシップに参加しました。IronFX ヨットチームは、コリンシアンクラスにおいてそれぞれ 5 位と 2 位を獲得しまし

た。 

 

 

Dimitris Hatzis  

経営最高責任者 

 

 

Dimitris Hatzis(ディミトリス・ハジス)氏は 2013 年 1 月より IronFX グループの最高執行責任者

（COO）を務めています。彼は投資銀行業務、資本市場、レバレッジド・ファイナンス、債務再編、オンライン

取引（差額決済取引や FX 為替）の分野で 22 年にわたる国際経験を持つシニア・バンキング・プロフェッシ

ョナルです。 
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 IronFX グループにおいては、フロントエンドとバックエンド双方のさまざまな部門や機能にまたがる、全業務に

おける包括的責任者を務めていました。 IronFX グループに入社する前は、2003 年 1 月よりアテネの

EFG Eurobank で、レバレッジドファイナンス部門の責任者および地域投資銀行部門の責任者を務めまし

た。 EFG Eurobank 以前は、世界中の 50 の IPO を率いていたグローバルインベストメントバンキング部

門、シュローダー･インベストメント、ソロモン・スミス・バーニー、ロンドン・ニューヨークのシティグループ各部門

（1994-2001）副社長兼アシスタントディレクターを務めていました。またハジス氏はケンブリッジ大学経営学

科（3 奨学金受領者）とリーディング大学のビジネス経済学士（ファーストクラス）の MPhil を取得していま

す。 

 

 

Stefanos Kashiouris 

チーフ＆オフィサー 

 

Stefanos Kashiouris(ステファノス･カシューリス)氏は、 2010 年 9 月から IronFX グループ のチーフ＆

オフィサーに就任。IronFX グループ に入社する前は、資産運用責任者および投資管理委員会のメンバー

として FxPro で 3 年間のキャリアを積み 上級執行責任者に就任しました。 FxPro の前は、ロンドンに拠点

を置く不動産ファンドのアナリストでした。 CySEC の自己勘定証書の執行と取引、FSA の証券＆デリバティブ

（レベル 3）ライセンスを保有しています。 彼はまた、有価証券投資研究所（ASIC）との交流もあります。

学業面では、ロンドン市立大学で数学と財務の学士号を取得し、Cass Business School では財務修士

号を取得しています。 

 

 

Loukia Kanarini 

法務・コンプライアンス最高責任者 

 

Loukia Kanarini(ルキア・カナリーニ)氏は 2012 年に IronFX グループ に入社し、現在法務およびコンプ

ライアンス統括最高責任者を務めています。 IronFX グループでの最初の 2 年間で、カナリーニ氏は、英

国、オーストラリア、南アフリカ、キプロス、ドバイ、ロシアでの規制ライセンスを取得し、グループのグローバル展開

を先導しました。 カナリーニ氏は、ニューヨーク証券取引所の IronFX グループ の IPO に取り組んでおり、

IPO 企業連合と米国証券取引委員会との連絡を含む法的手続きを行っています。彼女はさらに、様々な成

功した企業取引に関するコーポレートファイナンスの法的業務を成功に導きました。これ以前は、キプロスの有

力な法律事務所 Andreas Neocleous＆Co LLC の弁護士でした。彼女は 2011 年に Cyprus Bar に

入学し、CySEC Advanced Certification を取得しました。カナリーニ氏は、レスター大学を卒業し、2009

年と 2010 年にそれぞれ LLB と LLM の両方の学位を保有しています。 Kanarini 氏は、ギリシャ・キプロスに

おいて Legal500 へとして選ばれてます。 



 

 35 

  

Elena Panagiotou 

マーケティング責任者 

 

Elena Panagiotou(エレナ・パナヨトウ)氏は現在、IronFX グループの VP マーケティング＆デザイン部門

で、マーケティング＆デザイン部門の運営を統括し、監督しています。 IronFX グループ では、法務部門と連

携しながら、広告やプロモーションキャンペーン、ブランド認知、オンライン・ソーシャルメディアのプレゼンスを包括

的に管理し、評判管理の計画、開発、ローンチにおいて活躍しました。現在のポジション以前は、PrimeTel

人事の経験を保有しています。パナギォト氏は、ポーツマス大学で国際人事管理学の修士号を取得し、公認

プライベート・アンド・ディベロップメント・インスティテュート・オブ・ベスト・スチューデント賞を受賞しました。彼女は

また、キプロス大学から歴史と考古学における最高位名誉学位を取得し、また初年度には、キプロス州奨学

金財団から奨学金を授与されました。 

 

Stella Ermogenidou 

人事責任者 

 

Stella Ermogenidou(ステラ・エルモゲニドウ)氏は、IronFX グループ の人事担当責任者です。 2016

年に会社に入社以前は、リーズ大学の内部組織コンサルタント、キプロス大学のリサーチアシスタント、またベル

ギーのヨーロッパボランティアサービス、キプロス青少年協議会、キプロス家族計画協会における多数のボランテ

ィア活動に携わりました。Stella Ermogenidou 氏は能力・職業・パーソナリティに関する英国公認社会心

理テストのプロフェッショナルです。彼女はリーズ大学（リーズ・ビジネススクール）から組織心理学の修士号を、

キプロス大学（社会科学スクール）から心理学の学士号を取得しています。 

 

 

Socrates I. Socratous  

最高技術責任者 

 

Socrates I. Socratus(ソクラテス・ソクラトゥス)氏は 2014 年 1 月、IT システム・インフラストラクチャ責任

者として IronFX Group に加わりました。彼は 2015 年に IT マネージャーに、2018 年 1 月に CTO に昇

進しました。ソクラトゥス氏は多様な技術分野で 17 年以上の経験を保有しています。彼は、情報システムの

設計、計画、開発、提供、および保守、技術文書作成、プロジェクト管理に関する豊富な経験を持っていま

す。 IronFX Group に入社する前には、Vassiliko Group と RCB Bank で働いていました。コンピュータ

サイエンスの学士号、行政科学と法医学研究の修士号を取得しています。 
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Marios Stylianou 

最高セキュリティ責任者 

 

Marios Stylianou(マリオス・スティリアノウ)氏は IronFX Group の情報セキュリティ責任者です。彼は、

侵入防止システム、エンタープライズおよび次世代ファイアウォール、パッチ管理、エンドポイント保護などの分野

を専門としています。メカトロニクスのシステムエンジニア、PhoenixPro のシニアセキュリティシステムエンジニア、

オデッセイコンサルタントのセキュリティ管理サービスチームのセキュリティシステムエンジニア、PowerSoft 

Computer Solutions のテクニカルサポートマネージャ、および Podium のアセンブリマネージャエンジニアリン

グにおいて、情報セキュリティ技術およびチームリーダーとしての豊富な経験を積んできました。 

 

 

Yuki Terai  

日本営業部長                     

 

Terai 氏は、IronFX グループの日本デスク責任者を務めており、業界で最大級の日本人チームの 1 つを

管理、過去 3 年間で生産を何倍にも増加さえてきました。 Terai 氏は、以前は大規模な人材会社の上海

支店でチームリーダーを務めていました。また、JPMorgan の研究者およびアナリスト、インターンシップの職とし

て、データ分析、株式市場の調査と分析、調査の実施、従業員の評価などにおいても活躍していました。日

本と中国語が堪能な Terai 氏は、日本の大学にて会計学研究科の会計学修士号を取得しています。 

2012 年には、上海国際大学の集中中国語コースを受講。日本語、中国語、英語の 3 言語に堪能です。 

 

 

Yeji Jun 

韓国営業部長    

                     

IronFX グループ韓国デスクのヘッドでセールス責任者を務めています。現在の職務に先立って、韓国ファー

スト・バンクの証券サービスおよび企業行動チームのアシスタント・マネージャーを務め、権利問題の運用プロセ

スを専門とし、韓国航空宇宙、現代ホームショッピング、FILA 韓国、斗山エンジン、新世界インターナショナル

などの IPO にも携わりました。ジュン氏は、韓国金融投資協会の公認証券投資顧問であり、ソウルの

EWHA 女子大学で国際ビジネス、金融の修士号、経済学の学士号を取得しています。ジュン氏はスウェーデ

ンのカールスタードビジネススクールの交換留学生でした。 2009 年の修士課程では、韓国国際貿易協会主

催の Thesis＆Presentation コンテスト第 1 位を受賞しています。 
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Martin Kreisinger 

中央ヨーロッパ営業部長    

        

Martin 氏は現在、IronFX グループの営業部長とプラハ事務所長を務めています。 クライジンガー氏は、

Hradec Kralove 大学の情報学・経営学部を卒業しました。彼はプラハの IronFX グループ事務所を率

いており、チェコ語、スロバキア語、英語圏の各市場における個人、法人および関連部門を含むトップクライアン

トのポートフォリオの開発と維持を担当しています。さまざまなテクニカルおよびセールスポジショ

（Teleperformance Czech Republic、Lotofidea、Ipsos Tambor）の経験を持ちます。 Martin

氏は、チェコ共和国の金融仲介業者および財務顧問の協会によって認定されており、現在は暗号通貨マイニ

ング事業関連会社を所有しており、暗号通貨市場に注力しています。 

 

 

Jaime Gonzales 

スペイン、中南米営業部長    

           

Jaime は、スペイン国立通信教育大学で経済学を専攻している間、IronFX グループに務めていました。そ

の後営業部長およびマドリード事務所所長に就任しました。以前はビジネスチャンスを追求し、マーケティングイ

ニシアチブ、Key Solutions のビジネス開発オフィサー、CS Finance のアカウントマネージャーとして、また

Versus Wealth Management のビジネス開発スーパーバイザーとしてマドリードで働いていました。彼はま

た Huérfanosde la Armada 大学で教師として勤めた経験もあります。 

 

 

Nuno Vasconcelos  

ポルトガル・ブラジル営業部長     

 

ヌノ・ヴァスコンセロスは IronFX のシニア・アカウントマネージャであり、取引および管理において長年の経験を

有しています。 ヴァスコンセロス氏は、ポルトガルのリスボンにある ADN Grupo のプロジェクトコーディネーターを

務めていました。 ADN Grupo の彼の経験は、経営管理、コスト会計、投資プロジェクトの分析、人事管理、

採用、コーポレートおよび広告映画の制作などです。ヴァスコンセロス氏は以前は自営業で、マーケティング管

理やアカウント管理などの業務を行っていました。前職には、WDI Lda のマネージングパートナー、ADN 

Grupo のディレクター＆ビデオプロデューサ、ポルトガルの Microdados、Microchip、および TVcabo の情報

技術士などの経歴をもちます。 ヴァスコンセロス氏は、欧州経営大学経営学士号を取得し、会計士のテクニカ

ルオーダーとエコノミスト協会のメンバーとしての資格を持っています。 
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Yun Ma 

オーストラリア＆APAC営業部長    

        

マ氏は現在、IronFX グループのセールスマネージャーとシドニー事務所の責任者を務めています。マ氏は、

経済学、計量経済学、国際経済学、現代中国経済学、統計学、政治経済学、財政学、会計学、マーケ

ティングと多様な研究に携わっています。 2009 年に上海電力大学を卒業後、彼は GVS（AU）Pty Ltd

のカントリーマネージャー、中国デスクのセールス担当責任者をはじめ、金融、銀行、マーケティングの様々な経

験を持ち合わせています。 IronFX グループのシドニー事務所、H＆Z Industry グループのシニアリサーチ

アナリスト、Global Leaders Institute のリサーチアナリストです。彼はまた、シティバンク・チャイナで経営陣

を務めました。彼のスキルには、データの調査と分析、チームの開発、アカウントマネージャーへの販売と製品に

関連するトレーニング、統計の監視などがあります。 

 

 

Victor Maki  

スカンジナビア各国営業部長                 

 

マキ氏は IronFX グループの営業部長です。彼は当初のアカウントマネージャーから、スカンジナビア全域の

担当を任されています。 IronFX グループに入社する前は、FX ブローカーである Admiral Markets のマネ

ージャーを務め、スカンジナビア市場の営業、マーケティング、広告、顧客サポート、翻訳、ウェブサイト管理部

門を担当しました。また、ミラー・アカウンティング/ノリアン・アカウンティングのアカウント・スペシャリスト、Coop 

Konsum でも社内トレーニングを担当していました。ストックホルム大学分子生物学、ストックホルムの

Konsumentföreningen、ビリニュスのリトアニア大学、ストックホルム大学のリトアニア・バルト文化研究など、

さまざまな分野の研究に携わりました。 

 

 

Roman Ruzinsky      

ロシア営業部長     

 

ルジンスキー氏は現在、IronFX グループのチームリーダーとして勤務しています。スロバキア語、ポーランド

語、チェコ語、英語、ロシア語、ギリシャ語が堪能であり、学位の卒業証書やスロバキア軍、サービスとホスピタリ

ティ業界などさまざまな経験を持ち、彼本来のコミュニケーション能力をさらに豊かなものへと磨きあげてきまし

た。 
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Fabio Farina  

イタリア営業部長     

 

ファリーナ氏は IronFX グループに加わり、主にブローカーの導入に基づいて当グループのイタリアフランチャイズ

を開発しました。以前はマルタで ZP サービスの FX リテンション担当として働いていました。テレマーケティングや

顧客サービスの提供を通じて新規クライアント開拓に成功しました。以前は DGA Ltd.の財務報告担当役員

を務め、財務分析と規制報告に務めていました。また、リスク分析と NAV 計算を提供する SGGG Fexserv

の基金アナリストと管理者の経験を持ちます。ファリーナ氏は、degli Studi di Siena 'R 大学にて銀行・財

務の修士号を取得しています。グッドウィン（Goodwin） '、ローレア（Laurea Magistrale）、エコノミアマ

ネージャー（Universita degli Studi Cagliari）など多くの賞を受け取っています。 

 

Waqas Khan  

インド・パキスタン営業部長      

 

カーン氏は現在、IronFX グループのシニアアカウントマネージャーを務めています。カーン氏は、American 

College Nicosia の経営管理学士号を取得し、iForex のセールス担当者に就任、顧問弁護士に昇進す

る前に顧客関係を作成しつつ、市場状況の分析も行いました。アカウントマネージャーとして、顧客や販売店と

の関係を強化し、顧客獲得し、新入社員のためのトレーニングセッションなどにも携わりました。学士号取得以

前は、パキスタンの Telenor Communications Services でクライアントに製品情報を提供し、技術的な

問題に関しても職務を行っていました。カーン氏は、パキスタン・ラホールの Govt M.A.O 大学の中級科学

（FSc、Pre-Engineering）を務め、パンジャブ語、ヒンズー語、ウルドゥー語の 4 つの言語を話すことができ

ます。 

 

Richmond Zalavarria（リッチモンド・ザラヴァリア）      

フィリピン営業部長 

 

ザラヴァリアしは IronFX グループのシニアアカウントマネージャーです。以前はフィリピンの E * Trade 

Information Services、LLC の金融サービス担当者を務め、商品やプロモーションに関するクライアントへの

サポート、顧客に投資戦略や既存投資家への対応など多岐にわたる職務を担っていました。サウジアラビアの

Abdulla Fouad Holding Co.のプロジェクト秘書、フィリピンの Ameriprise Financial Services Inc.の

ファイナンシャルサービス責任担当としても雇用されました。ザラヴァリア氏は CPAR 会計大学と ROQUE 

Review 大学で学び、セントポールのビジネススクールから会計学の学士号を取得しています。その他の専門

資格には、一般証券代表試験の Series 7 免許、投資会社製品/可変契約代表試験のシリーズ 6 免許、

統一証券代理店州法試験のシリーズ 63 免許、および民間サービス副専門家資格があります。 
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Momen Slik（モーメン・スリック）       

中東地域部長     

 

スリック氏は現在、IronFX グループのチームリーダーとして働いています。現職以前は、ワールドトレードセン

ターホールディングスの販売代理店として働いていました。また、トムソン・ロイターのデータ・アナリストを務め、中

東、ケイマン諸島、オーストラリア、英国、米国の民間法人の調査と立ち上げを行っています。スリック氏は輸入

会社 Sirwan Trading の為替管理代理店として、MADAR Chemicals Co.の現地マーケットエグゼクティ

ブ兼代理店として、また HITECH コンピュータハードウェアの販売代理店として営業およびマーケティングエグゼ

クティブを務めました。スリック氏は、キプロスマーケティング機関のマーケティング・マネジメントディプロマ、シリアの

ティシュリーン大学の投資と金融学の専門学士号、ダマスカスの第一商業銀行機関の銀行会計の上級学位

証書を取得しています。 

 

Daphne Frangoudis 

フランス営業部長 

 

Daphne 氏は現在、IronFX グループのチームリーダーを務めています。それ以前は、広報とイベントの企画

立案を多数担当していました。 フランゴディス氏は、イベントの企画と実行に携わった Fresh / Individual 

Creative Events のイベントコーディネーターでした。フランゴディス氏はチョコレートスープリマソールの広報・イ

ベントコンサルタント、Axle の管理者、Drakos DMC のエグゼクティブディレクターのアシスタントとしても活躍し

ています。 Limassol ライオンズクラブ、Alliance Française de Limassol、One Streets Festival、

Digbeth Birmingham Coach Station Opening、Brian Robinson Challenge Ride 2009、キプ

ロスファッションウィーク 2008 などのイベントの企画および実施でも活躍しています。 フランゴディス氏は、2003

年から秘書役を務めている Alliance Française de Limassol 委員の一員です。バーミンガム市立大学の

イベントおよび展示管理の修士号と、ハダーズフィールド大学のイベント管理学の学士号を取得しています。 

  



 

 41 

  

8.2  IronX取引所諮問機関 

 

 

Kenji Sasaki 

カルダノ共同設立者 

諮問委員会会長 

 

佐々木氏は、ネクストキミアコンサルティング(Next Chymia Consulting)の CEO であり、EmurgoHK 

(www.emurgohk.io). の執行役員である Cardano の共同設立者です。彼はアジア全地域における、

ブロックチェーン技術のパイオニアの一人です。 2016 年、佐々木氏は、Proof of Stake(PoS)、ブロックチェ

ーン・スマートコントラクト、仮想通貨 ADA Coin などが主となる、暗号通貨市場取引量の実に 5％を占め

ていた Cardano プロジェクト（www.cardano.org）を立ち上げました。カルダノは完成から約 2 年です

が、すでに市場規模で 6 番目に大きな暗号通貨（690 億米ドル）に位置しています。カルダノは、他の既

存技術よりも優れたブロックチェーン技術をベースとする、最初のプラットフォームで、ブロックチェーン技術を取り

巻く問題の解決を目的とした、研究主導型のアプローチとして開始されました。 2017 年には、ブロックチェーン

技術と金融サービスの国際ネットワークであるネクストキミアコンサルティング(Next Chymia Consulting)

（www.chymia.io）を設立し、ブロックチェーンのコミュニティを広げながら、世界中の Web からコンサルティ

ングサービスを公に提供することを目指しています。 

 

Alex Hayashi 

EmurgoHK CEO  

チーフブロックチェーン戦略アドバイザー 

 

Alex Hayashi 氏 は 、 ブ ロ ッ ク チ ェ ー ン 技 術 の 世 界 的 リ ー ダ ー の 1 つ で あ る EmurgoHK

（www.emurgohk.io）の CEO であり、Blockchain Cardano 財団、大成功を収めた ADA Coin の

グループ会社です。 Alex Hayashi 氏は以前、EmurgoHK のコミュニケーションディレクターを務め、ソーシ

ャルメディアと世界中の会議の両方でビジネス開発とコミュニケーション戦略を主に担当していました。 以前は

CGG のプロモーションディレクターを務め、Blockchain 技術の普及に携わっていました。 林氏は、イベントの開

催やソーシャルメディアネットワークコミュニティの管理も担当していました。 様々な種類の Blockchain プロジェ

クトに携わってきた林氏は、ICO や Blockchain のビジネス構造化を専門としています。 
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Andrew Raikes Hargreaves（アンドリュー・レイクス・ハーグリーブス） 

共同政府アドバイザー・政府関係者 

 

ハーグリーブス氏は現在、Thyssen Petroleum の監査役会のメンバーおよび Securisys Management 

Limited のマネージングディレクターとして勤務しています。 2004 年から 2012 年の間、ハーグリーブス氏は、

国際防衛航空宇宙会社である EADS（European Aeronautic Defense and Space Company-

Airbus）の上級顧問・グループ役員および国際コンプライアンスオフィサーを務めました。 2000 年から 2004

年の間、ハーグリーブス氏は EADS の英国会長でした。 1987 年から 1997 年まで、バーミンガム・ホール・グ

リーン（英国議会）の議会議員（MP）を務めています。ミッドランドエレクトロン plc（1989-1997）の会

長兼 CEO、コーポレートファイナンス/キャピタルマーケッツ（1985-1987）のアシスタントディレクター、会長

兼 CEO のコンサルタント（1989-1992）のコンサルタントとして Schroders plc、国際投資銀行での職務

も保有します。 Sanwa International（1983-1985）、三和銀行投資銀行、Hill Samuel（1981-

1983）のインターナショナルコーポレートバンキングのエグゼクティブディレクターとしても活躍しました。英国オッ

クスフォード大学の学士号を保有しています。 

 

Hillik Nissani 

Crypto 仮想通貨・戦略アドバイザー 

 

Hillik Nissani   成長している B2B および B2C 企業で、5 大陸で 25 年以上の実績を持つ経験豊富な

シニアエグゼクティブおよびアドバイザーです。Nissani  氏は、戦略、マーケティング、オペレーション、人的資本

管理についてアドバイスをしています。いくつかの EU およびイスラエルのハイテクおよびブロックチェーン企業

（STOX、Vinchain、Cedex など）の取締役および諮問委員として現在活躍している成長専門家です。

彼の幅広い勤務経験には、888.com の高流動性ビジネスユニットを 100 万ドル近くで管理するバイスプレ

ジデントと、簡単な forex のチーフマーケティングオフィサーが含まれており、年間売上高とマーケティング予算を

数千万ドルで管理していました。ニッサニ氏は、イスラエル最大の金融グループ Poalim の投資拠点である

Poalim Capital Markets とのベンチャーキャピタルとプライベートエクイティで 5 年間働いて、ハイテク企業へ

の投資を行い、経営戦略チームと戦略チームを支援しました。 Nissani 氏は、イスラエル国防軍ソフトウェア

開発学校プログラミング課のキャプテン兼ヘッドを務め、Edinburgh 大学で MBA を取得しました。 
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Ophir Gertner 

ブロックチェーン＆仮想通貨アドバイザー 

 

Ophir Gertner は Smartologic Blockchain Solutions の創設者であり、Blockchain でビジネスを最

適化することに特化しています。 Smartologic は、Blockchain のイノベーションの最前線に位置し、すでに

商品化として実装されています。 Gertner 氏は、市場をリードする製品や Fintech 企業の開発実績が豊富

で、分散型の予測市場プラットフォームである Stox.com を共同設立しました。 イスラエルのトップブロックイン

フルエンサーの一人として選出された Gertner 氏は、Blockchain 業界で有名であり、分散型プロジェクトで

最も注目されている権威の 1 人と考えられています。 

 

タル・コーヘン 

Blockchain & Fintech Berater  

 

コーヘン氏はこれまで数々の成功を収めてきた実業家でありアドバイザーです。分散型台帳技術が台頭する

何年も前である 1999 年に、彼は自身最初のインターネット・スタートアップ企業を設立し、2000 年にはその

事業を Vivendi-Universal Games に売却。その後彼はマッキンゼーに入社し、フィン・テック産業を舞台に

世界中の顧客に対して 2 年以上に渡ってサービスを提供しました。2007 年には Google 社に加わるものの、

わずか 6 か月後には新たな事業に対する野心を求めて退社。オンライン型の金融サービス企業であり、のちに

Playtech グループによって５億ユーロ（約 650 億円）で買収された Markets.com の設立チームに加わり

ます。 さらにコーヘン氏は 2013 年にスイスの革新的携帯電話事業である Sirin Labs AG を共同設立し

CEO として経営。7000 万ユーロ(約 90 億円)の収益を上げ、100 人以上の従業員を計 4 か国で雇用し、

Google、Flex、 Qualcomm といった企業と戦略的提携関係を結びました。2016 年には同社の最高仕

様スマートフォン、Solarin を発表するに至ります。その後、彼がブロックチェーン技術の莫大なポテンシャルに気

付いたのは 2017 年のことでした。 コーヘン氏はブロックチェーン分野への投資に関心を寄せる複数の投資機

関並びにブロックチェーン・スタートアップ企業へのコンサルティング実績を積み、同年の後半にはニューヨークに拠

点を置く家族経営企業の Eastmore Group の協力を得て Compass Blockchain Technologies を共

同設立し、関連分野における起業や経営に関するコンサルティング業務を幅広く手がけることとなります。 自ら

が ICO を手掛けた Sirin Labs や、Compass Blockchain の要請でアドバイザーを務めた Fusion.org を

含め、 コーヘン氏は数々のブロックチェーンベンチャーと ICO に携わってきました。 これらの経験から、彼はブロ

ックチェーンに係わる世界規模の人材ネットワークと専門知識を獲得したのです。まさにこのノウハウこそ、コーヘ

ン氏が当該分野における企業の企画発案、戦略計画、そしてプロジェクトの実施を一から導くことが出来る所

以なのです。 
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Dr. Paolo Tasca, PhD 

チーフ・ブロックチェーンアドバイザー 

Paolo Tasca は、ロンドン大学ユニバーシティカレッジのブロックチェーンテクノロジセンターでデジタルエコノミスト

兼創設ディレクターです。Tasca 博士は財務上の専門知識を EU 議会と国連に提供しました。 Tasca 博

士は、フランクフルトの Deutsche Bundesbank でデジタル通貨と P2P 金融システムに関するエコノミストを

務めました。現在は、ゲーテ大学の CFS の名誉研究准教授、ケープタウンの金融イノベーションラボの名誉研

究准教授、ロンドン経済大学のシステミックリスクセンターの研究准教授、北京の Beihang Blockchain＆

Digital Society ラボラトリーの上級顧問、キプロスのブロックチェーンイノベーションセンターの理事を務めてい

ます。 Dr. Tasca の記事は、デジタル・バンキング・ジャーナル、ハーバード・ビジネス・レビュー、IEEE コンピュー

タ・ソサエティに掲載されています。タスカ博士は、Padua 大学の政治経済学部の M.A.チューリッヒ大学と

ETH、チューリッヒ大学との間ので博士号を取得しています。ヴェネツィアの Ca 'Foscari から経済学と財政学

の修士号取得。 

 

Dr. Nicolas T. Courtois, PhD 

チーフセキュリティアドバイザー 

 

Nicolas T. Courtois ロンドン大学のコンピュータサイエンス学科の暗号学者およびシニア講師です。彼はポ

ーランドで生まれ、フランスのパリ、エコール・ノルマルール・スーパー・ルーエ・ド・ウルムで純粋数学とコンピュータ

サイエンスを学び、パリ 6 大学で暗号化手法の博士号を取得。 Courtois 氏は、フランスのスマートカード会

社 Gemalto の暗号エンジニアとしての実務経験の中で、暗号とスマートカードに関する 8 つの特許を取得。 

100 以上の定期刊行物と 7500 件以上の引用を含む非常に影響力のある暗号解読者です。彼の H 指

数は 36 です。2003 年 6 月、New Scientist は最初のページに「Cipher Crisis」というタイトルをつけ、米

国暗号化規格 AES のセキュリティについての研究論文を捧げました。彼は Bluetooth 暗号 E0、自動車暗

号 KeeLoq、建物のアクセス制御、公共交通機関で広く使用されている MiFare Classic Crypto-1 シス

テムなど、何億人もの人々が毎日使っている多くの暗号解読を担当しています。 2009 年 7 月には、

London Oyster card, Amsterdam chipkart, building passes、英国内閣ビル、UCL ビルなどで使

用されている MiFare の古典的スマートカードに「simultaneous differential attack」を搭載し、現在

10 億以上が販売されています。数ヵ月後、ロンドン移送局はこのチップの使用を中止し、London Oyster 

card のチップを別のチップに交換しました。 2011 年、Courtois 氏はロシア連邦の公式の暗号化標準であ

る GOST を破棄しましたが、国際標準化機構（ISO）が暗号化の国際標準になるように標準化されつつあ

りました。 Courtois 氏は、英国大学にてサイファーチャンピオン 2013 賞を受賞しています。 
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Dr. Theodosis Mourouzis, PhD（テオドシス・モロジス博士） 

ブロックチェーン技術・情報セキュリティ専門家 

 

モロジス博士は、IronX Exchange の外部コラボレーターとして働く暗号通貨博士・学者および情報セキュ

リティ専門家です。彼はブロックチェーン技術に関連する UCL センターの研究員であり、ISO / TC 307 

Blockchain および ISO の分散帳票技術に関連、EC 委員会のブロックチェーン技術専門家委員会のメン

バー、Business Intelligence and Data キプロス国際経営研究所のアナリティクスケンブリッジ大学の純

粋数学修士号、セキュリティ科学の MRes、ロンドンカレッジ大学の暗号通過技術専門分野の情報セキュリテ

ィ博士号を取得しています。博士は 2013 年に英国 Cyber Cipher Security Challenge で第 1 位を

受賞、キプロス数学バルカン＆インターナショナルコンテストを代表として 4 回にわたって開催しました。 

 

Dr. Shamyl Malik, DPhil（シャミール・マリック博士） 

ブロックチェーン技術専門家 

 

マリック博士は、Voltaire Capital のシニアアドバイザーであり、トップクラスの投資銀行で 13 年以上の経験

を有しています。彼は元モルガン・スタンレーの FX オンライン取引所長でした。これに先立ち、シティバンクでは、

資本市場部門の新興市場と貴金属のオンライン市場形成責任者を務め、また FX のオンラインオプションビジ

ネスを構築・実行しました。マリック博士はまた、リーマンブラザーズで投資銀行業務を開始し、ニューヨーク、ロ

ンドンで債券、商品、通貨の様々なデリバティブ取引の役割を担当しました。オックスフォード大学の計量経済

学で博士号を取得した一方、マリック博士は国際通貨基金（International Monetary Fund）で経済

研究を行い、ワシントン D.C.世界銀行にも務めました。オックスフォード大学から経済の学士号も取得してい

ます。 

 

Dr. Yoon Heuiseon, PhD（ユン・ヒソン博士） 

人工知能・分散技術専門家 

 

ヒソン博士は Riacoms の CEO です。彼の以前の職位は Veloxsoft Services の部長、Telson 

Electronics のニュージャージー研究センターの責任者、サムスン電気研究機関の研究エンジニア、サムスンア

ドバンス技術機関の責任者です。韓国の延世大学で物理学の学士号を取得した後、米国カーネギーメロン

大学に入学し、コンピュータサイエンスと分散処理/分散コミュニケーションの修士号と A.I.コンピュータサイエン

ス・自然言語プログラミング博士号を取得しました。 
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Krishan Rattan 

ストラクチャリング＆代替資本ソリューションアドバイザー 

 

Krishan Rattan はトップティア投資銀行で 12 年以上の経験を有しています。彼は以前、ロンドンのソシエ

テジェネラルの新興市場組織責任者であったほか、代替資本ソリューションの専務取締役およびグローバルヘッ

ドでした。ソシエテジェネラルに入社する前は、ロンドンのドイチェバンクの市場をリードするエマージングマーケット

の事業を共同で担当しました。また、ロンドンとニューヨークのクレディ・スイスでは、ストラクチャリングやトレーディ

ングの役割を担当していました。 Krishan は、カリフォルニア大学バークレー校で電気工学の学士号、国際経

済学の修士号、金融工学の修士号を取得しています。 

 

Ivan Didur 

アルゴリズムと人工知能アドバイザー 

 

イヴァン・ディデュールは顧客のデータ分析やエンジニア分野において幅広い経験を有しています。特に力を入れ

ているのは、教師なし学習・深層強化学習・高負荷・コンセンサスアルゴリズムの分野です。彼はプログラミング

において、システムを高性能にするため、機能的アプローチを取ることを好んでいます。彼は莫大なデータ処理、

そしてそのためのアルゴリズム最適化デザインにも取り組んでいます。ディデュール氏は DataRoot 研究所の最

高技術責任者であり、Dataroot 大学・キエフブロックチェーン学校でのデータ分析の講師でもあります。 

 

Kunal Nandwani  

ブロックチェーン＆アルゴリズムトレーディングアドバイザー 

 

Kunal Nandwani は、英国に本拠を置く Blockchain Solutions 社の Hashcove の創設者兼 CEO で

す。 Kunal 氏はこれまで、取引技術製品会社である uTrade Solutions を設立しています。彼はロンドン

のリーマン・ブラザーズとノムラのアルゴリズム・トレーディングにも従事しています。 Kunal 氏はインドの PEC から

コンピュータサイエンスエンジニア、フランスの ESSEC から MBA を取得しています。 
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Neoklis Nicolaou 

資本市場と規制アドバイザー 

 

ネオクリス・ニコラオウはリスクマネージメントに２２年以上もの経験を持つベテラン上級銀行員である。融資・

財務の分野に特化した管理職員である。彼は現在、キプロス開発銀行のリスク委員会で委員長であり、彼の

リスク管理に関する深い知識や理解がモニタリングや政策決定などに生かされている。銀行での長い勤務歴

や、投資ファンドの取締役、数多くの国内外の投資家たちのアドバイザーとしての経験などに合わせ、キプロスの

金融・投資ファンドビジネスも行うなど、彼の過去の経験は国内外問わず幅広く、長い。これらの幅広い知識を

キプロスの金融や投資市場、CySEC 規制などにも生かしている。 

 

Gal Ron 

マーケティングアドバイザー 

 

ガル・ロンはフォーミング・経営・グローバル企業の運営に 30 年以上もの経験を持つシリアル起業家である。ロ

ン氏は非常に尊敬されたフィンテック・取引アドバイザーである。また、彼は ConversionPros の最高責任者

であり、世界で最も大規模の会合の主催者でもある。同時に、TokenTarget、良好な ICO 開発に特化し

た戦略マーケティング代理店の創立者でもある。 

 

 

  



 

 48 

  

9  IRXロードマップ 

  

以下は計画中のロードマップとなります。： 

 

2018年 5月 

IronFXグループと EmurgoHKが世界クラスの取引所「IRONX」の立ち上げに取り掛かる 

 

2018年 6月 

スマートロジックが IRONXへストラテジーアドバイザーとして参加 

IRONX取引所の開発開始 

IRONXトークンのプライベートセール開始 

 

2018年 8月 

IRXトークンプライベートセール終了 

 

2018年 9月 

内部テストのため IRONXアルファバージョンをリリース 

エストニアの金融情報部門 (FIU)からライセンス授与 

 

2018年 10月 

Hoshoによる Coin and Smart Contract Security Audits運営開始 

 

2018年 11月 1日 

IRXトークンのパブリックセール開始 

 

2018 年 12月 

Hacken 社による取引所のセキュリティー監査 

 

2018 年 12月 15日 

プライベートセールで販売された IRX トークンの購入者への配布 

 

2018 年 12月 15日 

IronX Exchange ベータ版のリリース予定 

 

2019 年 1月 15日 

IRX トークンセールの終了 

 

2019 年 1月 

11月以降販売の IRX トークンの配布予定 

 

2019 年 1月 

IRX コインの IronX Exchange への上場および IRX優待プログラム実施 

 


